
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】圧側バルブシート部が伸側ポートに対して略同

一円周上で交互に配置されるような開口窓部を備えたピ

ストンであっても、高精度で安価に形成可能な切欠き部

付きリーフバルブを使用することができる構造を備えた

油圧緩衝器の減衰力発生バルブ構造を提供する。

【解決手段】ピストン６の端面に形成されて伸側ポート

６ａの加圧用流路を画成するバルブシート部２１と、こ

のバルブシート部２１に離着座可能に載置されると共に

、外周に切欠き部１５を有する環状のリーフバルブ５ａ

とを備え、上記バルブシート部２１が圧側ポート６ｂに

対して円周上で交互に配置される開口窓部２１を有して

なる油圧緩衝器の減衰力発生バルブ構造において、上記

リーフバルブ５ｂと、ピストン６との間にこのリーフバ

ルブ５ａを上記バルブシート部２１に載置したとき、上

記切欠き部１５が上記開口窓部２１上に配置されるよう

位置決めするための位置決め手段２３，６ｂを設けた。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
シ リ ン ダ 内 で 摺 動 す る ピ ス ト ン 部 を 構 成 し 、 伸 側 ポ ー ト と 圧 側 ポ ー ト と を 備 え た ピ ス ト ン
と 、 こ の ピ ス ト ン の 端 面 に 形 成 さ れ て 伸 側 又 は 圧 側 ポ ー ト の う ち の 一 方 の ポ ー ト の 加 圧 用
流 路 を 画 成 す る バ ル ブ シ ー ト 部 と 、 こ の バ ル ブ シ ー ト 部 に 離 着 座 可 能 に 載 置 さ れ る と 共 に
、 外 周 に 切 欠 き 部 を 有 す る 環 状 の リ ー フ バ ル ブ と を 備 え 、 上 記 バ ル ブ シ ー ト 部 が 上 記 伸 側
又 は 圧 側 ポ ー ト の う ち の 他 方 の ポ ー ト に 対 し て 円 周 上 で 交 互 に 配 置 さ れ る 開 口 窓 部 を 有 し
て な る 油 圧 緩 衝 器 の 減 衰 力 発 生 バ ル ブ 構 造 に お い て 、 上 記 リ ー フ バ ル ブ と 、 ピ ス ト ン と の
間 に こ の リ ー フ バ ル ブ を 上 記 バ ル ブ シ ー ト 部 に 載 置 し た と き 、 上 記 切 欠 き 部 が 上 記 開 口 窓
部 上 に 配 置 さ れ る よ う 位 置 決 め す る た め の 位 置 決 め 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 油 圧 緩
衝 器 の 減 衰 力 発 生 バ ル ブ 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 位 置 決 め 手 段 は リ ー フ バ ル ブ を バ ル ブ シ ー ト 部 側 へ 折 曲 形 成 し て な る 爪 部 と 、 こ の 爪
部 を 挿 入 す る 上 記 他 方 の ポ ー ト と か ら 構 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 油 圧 緩 衝 器 の 減 衰 力
発 生 バ ル ブ 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 位 置 決 め 手 段 は リ ー フ バ ル ブ を バ ル ブ シ ー ト 部 側 へ 折 曲 形 成 し て な る 爪 部 と 、 こ の 爪
部 が 嵌 合 さ れ る よ う に ピ ス ト ン の 端 面 に 形 成 し た 凹 部 と か ら 構 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載
の 油 圧 緩 衝 器 の 減 衰 力 発 生 バ ル ブ 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 位 置 決 め 部 は リ ー フ バ ル ブ を バ ル ブ シ ー ト 部 側 へ 折 曲 形 成 し て な る 爪 部 と 、 こ の 爪 部
が 挿 入 さ れ る よ う に ピ ス ト ン の ピ ス ト ン ロ ッ ド 取 付 孔 内 周 面 に 形 成 し た 段 差 部 と か ら 構 成
さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 油 圧 緩 衝 器 の 減 衰 力 発 生 バ ル ブ 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 等 の 車 両 の サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 に 用 い ら れ る 油 圧 緩 衝 器 に 関 わ り 、 詳
し く は 、 そ の ピ ス ト ン 部 に 設 け ら れ る リ ー フ バ ル ブ を 用 い た 減 衰 力 発 生 バ ル ブ 構 造 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 等 の 車 両 の サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 に 用 い ら れ る 油 圧 緩 衝 器 は 、 走 行 中 に 路 面 か ら 車
体 へ 伝 達 さ れ る 振 動 を 適 切 に 緩 和 し て 乗 心 地 、 操 安 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 そ の ピ ス ト ン
部 又 は ベ ー ス バ ル ブ 部 に 減 衰 力 発 生 用 の バ ル ブ 構 造 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 具 体 的 構 造 と し て は 、 種 々 の も の を 例 示 す る こ と が で き る が 、 ピ ス ト ン 部 に 設 け ら
れ る 一 般 的 な 構 造 と し て は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 示 す 油 圧 緩 衝 器 の 減 衰 力 発 生 バ ル ブ 構
造 を 例 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 即 ち 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド １ の 縮 径 取 付 部 ２ に 圧 側 バ ル ブ ス ト ッ パ ３ ，
間 座 ４ ， 複 数 枚 の リ ー フ バ ル ブ か ら な る 圧 側 減 衰 力 発 生 バ ル ブ ５ ， 圧 側 及 び 伸 側 ポ ー ト ６
ａ 、 ６ ｂ を 備 え た ピ ス ト ン ６ ， 複 数 枚 の リ ー フ バ ル ブ か ら な る 伸 側 減 衰 力 発 生 バ ル ブ ７ ，
間 座 ８ 及 び 伸 側 バ ル ブ ス ト ッ パ ９ を こ れ ら の 中 央 に 形 成 さ れ た 取 付 孔 を 介 し て 順 次 積 層 す
る と 共 に 、 こ の 間 座 ８ の 上 方 か ら ナ ッ ト １ ０ を 螺 合 さ せ 、 上 記 し た 各 部 材 に 前 記 縮 径 取 付
部 ２ の 基 端 部 ２ ａ と の 間 で 圧 縮 荷 重 を 加 え た 状 態 で 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 こ の 油 圧 緩 衝 器 の 作 動 時 に は 、 上 記 ピ ス ト ン ロ ッ ド １ の 伸 縮 動 作 に よ っ て 伸 側
或 は 圧 側 ポ ー ト ６ ｂ ， ６ ａ を 通 過 し た 作 動 油 が 夫 々 伸 側 或 い は 圧 側 減 衰 力 発 生 バ ル ブ ７ ，
５ を 撓 ま せ 、 所 定 の 減 衰 力 を 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 こ の と き 、 上 記 圧 側 減 衰 力 発 生 バ ル ブ ５ を 構 成 す る 複 数 枚 の リ ー フ バ ル ブ の う ち 、 最 も
圧 側 ポ ー ト ６ ａ 側 と な る リ ー フ バ ル ブ ５ ａ の 外 周 に 複 数 個 の 切 欠 き 部 １ ５ を 設 け 、 こ の 切
欠 き 部 １ ５ を 作 動 油 が 通 過 す る こ と で ピ ス ト ン 速 度 の 低 速 域 に お け る オ リ フ ィ ス 特 性 の 減
衰 力 を 発 生 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ し て 、 こ の 切 欠 き 部 １ ５ は 、 リ ー フ バ ル ブ 成 形 時 に 後 加 工 な し で 高 精 度 に 形 成 で き る
の で 、 予 め 定 め た 所 定 の 減 衰 力 を 安 価 に 且 つ 確 実 に 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ９ ４ ５ １ ５ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 減 衰 力 発 生 バ ル ブ 構 造 は 、 特 に 問 題 が あ る 訳 で は な い が 、 以 下
に 示 す よ う な 問 題 点 が 発 生 す る 場 合 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 即 ち 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 切 欠 き 部 １ ５ 付 き の リ ー フ バ ル ブ ５ ａ は 、 図 ９ に 示 す よ
う な 、 圧 側 ポ ー ト ６ ｂ の 加 圧 用 流 路 を 画 成 す る 圧 側 バ ル ブ シ ー ト 部 １ ６ が 環 状 溝 部 １ ７ と
、 伸 側 ポ ー ト ６ ｂ に 対 し て 円 周 上 で 交 互 に 配 置 さ れ る よ う な 菊 花 状 （ あ る い は 十 字 状 ） の
開 口 窓 部 １ ８ と を 備 え た ピ ス ト ン １ ９ に 対 し て は 使 用 し 難 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 即 ち 、 上 記 リ ー フ バ ル ブ ５ ａ は 、 環 状 に 形 成 さ れ て い て 所 謂 方 向 性 を 持 っ て い な い の で
、 切 欠 き 部 １ ５ を 伸 側 ポ ー ト ６ ｂ と は 対 向 し な い 上 記 開 口 窓 部 １ ８ に 対 し て 正 確 に 位 置 決
め 載 置 す る こ と が 難 し く 、 自 動 化 す る 場 合 、 高 価 な 装 置 が 必 要 と な っ て 組 立 コ ス ト が 嵩 む
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 又 、 こ の リ ー フ バ ル ブ ５ ａ を 手 作 業 で 圧 側 バ ル ブ シ ー ト 部 １ ６ に 位 置 決 め 載 置 す る 工 程
を 採 用 し た 場 合 で も 、 や は り 慎 重 な 作 業 が 必 要 と な る の で 、 そ の 分 、 作 業 時 間 が 長 く な っ
て 組 立 コ ス ト が 嵩 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の た め 、 上 記 切 欠 き 部 １ ５ 付 き の リ ー フ バ ル ブ ５ ａ に 代 え て 切 欠 き 部 １ ５ の な い 通 常
の 環 状 リ ー フ バ ル ブ を 使 用 す る と 共 に 、 上 記 開 口 窓 部 １ ８ に 打 刻 オ リ フ ィ ス を 形 成 す る こ
と で 上 述 し た オ リ フ ィ ス 特 性 を 発 生 さ せ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 場 合 、 ピ ス ト ン 成 形 時 に 打 刻 オ リ フ ィ ス を 一 体 的 に 設 け る の が 一 般 的 で あ る が 、 ピ
ス ト ン を 焼 結 成 形 で 形 成 す る 場 合 、 リ ー フ バ ル ブ に 形 成 し た 切 欠 き 部 の よ う な 加 工 精 度 を
出 す た め に は 、 後 加 工 に よ る 仕 上 げ 作 業 が 必 要 と な り 、 加 工 工 程 が 増 え て や は り 組 立 コ ス
ト が 嵩 む と 言 う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 圧 側 バ ル ブ シ ー ト 部 が 伸 側 ポ ー ト に 対 し て 円 周 上 で 交 互 に 配
置 さ れ る よ う な 開 口 窓 部 を 備 え た ピ ス ト ン で あ っ て も 、 高 精 度 で 安 価 に 形 成 可 能 な 切 欠 き
部 付 き リ ー フ バ ル ブ を 使 用 す る こ と が で き る 構 造 を 備 え た 油 圧 緩 衝 器 の 減 衰 力 発 生 バ ル ブ
構 造 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 シ リ ン ダ 内 で 摺 動 す る ピ ス ト ン 部 を 構 成 し 、 伸
側 ポ ー ト と 圧 側 ポ ー ト と を 備 え た ピ ス ト ン と 、 こ の ピ ス ト ン の 端 面 に 形 成 さ れ て 伸 側 又 は
圧 側 ポ ー ト の う ち の 一 方 の ポ ー ト の 加 圧 用 流 路 を 画 成 す る バ ル ブ シ ー ト 部 と 、 こ の バ ル ブ
シ ー ト 部 に 離 着 座 可 能 に 載 置 さ れ る と 共 に 、 外 周 に 切 欠 き 部 を 有 す る 環 状 の リ ー フ バ ル ブ
と を 備 え 、 上 記 バ ル ブ シ ー ト 部 が 上 記 伸 側 又 は 圧 側 ポ ー ト の う ち の 他 方 の ポ ー ト に 対 し て
円 周 上 で 交 互 に 配 置 さ れ る 開 口 窓 部 を 有 し て な る 油 圧 緩 衝 器 の 減 衰 力 発 生 バ ル ブ 構 造 に お
い て 、 上 記 リ ー フ バ ル ブ と 、 ピ ス ト ン と の 間 に こ の リ ー フ バ ル ブ を 上 記 バ ル ブ シ ー ト 部 に
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載 置 し た と き 、 上 記 切 欠 き 部 が 上 記 開 口 窓 部 上 に 配 置 さ れ る よ う 位 置 決 め す る た め の 位 置
決 め 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ピ ス ト ン 端 面 に 形 成 さ れ た バ ル ブ シ ー ト 部 に 切 欠 き 部 付 き の リ ー フ バ
ル ブ を 載 置 す る 際 、 こ の リ ー フ バ ル ブ と ピ ス ト ン と の 間 に 設 け ら れ た 位 置 決 め 手 段 に よ っ
て リ ー フ バ ル ブ の 上 記 切 欠 き 部 を 、 バ ル ブ シ ー ト 部 の 開 口 窓 部 上 に 確 実 に 位 置 決 め 配 置 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 従 っ て 、 従 来 例 で 示 し た よ う な 高 価 な 装 置 を 用 い た 組 付 け 作 業 や 、 慎 重 な 手 作 業 を す る
こ と な く 簡 単 に ピ ス ト ン の 開 口 窓 部 上 に 切 欠 き 部 が 位 置 す る よ う に 載 置 す る こ と が で き 、
開 口 窓 部 に 切 欠 き 打 刻 オ リ フ ィ ス を 形 成 す る と 言 っ た 別 の 加 工 も 不 要 と す る の で 、 高 精 度
の 切 欠 き 部 付 き リ ー フ バ ル ブ を 安 価 な 組 付 コ ス ト で 使 用 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 を 自 動 車 の サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 に 用 い ら れ る 油 圧 緩 衝 器 の ピ ス ト ン 部 に
設 け ら れ た 減 衰 力 発 生 バ ル ブ 構 造 に 具 体 化 し た 一 実 施 の 形 態 を 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 減 衰 力 発 生 バ ル ブ 構 造 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド １ の 縮 径 取 付 部 ２ に
圧 側 バ ル ブ ス ト ッ パ ３ ， 間 座 ４ ， 圧 側 減 衰 力 発 生 バ ル ブ ５ ， 圧 側 及 び 伸 側 ポ ー ト ６ ａ ， ６
ｂ を 備 え た ピ ス ト ン ６ 、 外 周 面 に 対 し て イ ニ シ ャ ル 荷 重 発 生 部 材 ４ ａ ， 伸 側 減 衰 力 発 生 バ
ル ブ ７ ， 間 座 ８ 及 び 上 側 ば ね 受 け ９ が 挿 入 さ れ た 案 内 部 材 １ １ を こ れ ら の 中 央 に 形 成 さ れ
た 取 付 孔 を 介 し て 順 次 積 層 す る と 共 に 、 こ の 案 内 部 材 １ １ の 下 方 か ら 上 記 縮 径 取 付 部 ２ に
コ イ ル ス プ リ ン グ １ ０ ａ 及 び ナ ッ ト １ ０ を 螺 合 さ せ 、 ナ ッ ト １ ０ の 先 端 で 案 内 部 材 １ １ を
押 圧 す る こ と で 、 上 記 し た ピ ス ト ン ６ ,圧 側 減 衰 力 発 生 バ ル ブ ５ ， 間 座 ４ 及 び 圧 側 バ ル ブ
ス ト ッ パ ３ が 前 記 縮 径 取 付 部 ２ の 基 端 部 ２ ａ と の 間 で 圧 縮 荷 重 を 加 え ら れ た 状 態 で 固 定 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 又 、 上 記 上 側 ば ね 受 け ９ と ナ ッ ト １ ０ の 外 周 に 設 け ら れ た 下 側 ば ね 受 け ９ ａ と の 間 に 配
置 さ れ た コ イ ル ス プ リ ン グ １ ０ ａ が 圧 縮 状 態 と さ れ る こ と で 、 上 記 イ ニ シ ャ ル 荷 重 発 生 部
４ ａ 、 伸 側 減 衰 力 発 生 バ ル ブ ７ 及 び 間 座 ８ が ピ ス ト ン ６ と の 間 で 圧 縮 荷 重 を 加 え ら れ た 状
態 で 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 更 に 詳 述 す る と 、 上 記 ピ ス ト ン ６ は 、 そ の 中 央 に 上 記 縮 径 取 付 部 ２ を 挿 入 す る 取
付 孔 ６ ｃ が 形 成 さ れ る と 共 に 、 そ の 外 周 側 に は 上 記 圧 側 ポ ー ト ６ ａ が 形 成 さ れ 、 内 周 側 に
は 上 記 伸 側 ポ ー ト ６ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　  図 ２ に 示 す よ う に 、 上 記 ピ ス ト ン ６ 背 面 に お け る 圧 側 ポ ー ト ６ ａ の 開 口 部 に は バ ル ブ
シ ー ト 部 に よ っ て 加 圧 用 流 路 が 画 成 さ れ て お り 、 本 実 施 の 形 態 で は バ ル ブ シ ー ト 部 と し て
独 立 し た 開 口 窓 部 ２ １ が 十 字 状 に 配 置 さ れ る と 共 に 、 隣 り 合 っ た 開 口 窓 部 ２ １ 間 に は 上 記
伸 側 ポ ー ト ６ ｂ が 配 置 さ れ て 開 口 窓 部 ２ １ と 伸 側 ポ ー ト ６ ｂ と が 交 互 に 配 置 さ れ る よ う に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 圧 側 減 衰 力 発 生 バ ル ブ ５ は 、 径 の 異 な る 複 数 枚 の リ ー フ バ ル ブ ５ ａ を 積 層 す る こ と
で 構 成 さ れ て お り 、 内 周 側 固 定 の 状 態 で 上 記 圧 側 ポ ー ト ６ ａ を 開 閉 可 能 に 閉 塞 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 又 、 複 数 の リ ー フ バ ル ブ ５ ａ の う ち 、 上 記 開 口 窓 部 ２ １ に 離 着 座 す る 窓 部 側 リ ー フ バ ル
ブ ５ ｂ に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 そ の 外 周 端 に ピ ス ト ン 速 度 の 低 速 域 に お け る 減 衰 力 を 発
生 す る た め の 切 欠 き 部 １ ５ が 四 個 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 上 記 窓 部 側 リ ー フ バ ル ブ ５ ｂ に お け る 隣 り 合 っ た 切 欠 き 部 間 １ ５ と な る 内 側 に は 四 個 の
開 口 部 ２ ２ が 形 成 さ れ る と 共 に 、 こ の 開 口 部 ２ ２ の 内 側 縁 に は こ の リ ー フ バ ル ブ ５ ｂ を 開
口 窓 部 ２ １ 側 へ 折 曲 形 成 し て な る 四 個 の 爪 部 ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ れ ら の 爪 部 ２ ３ は 、 各 爪 部 ２ ３ が 各 伸 側 ポ ー ト ６ ｂ に 挿 入 可 能 に 配 置 さ れ る と 共 に 、
図 ４ に 示 す よ う に 、 先 端 を 三 角 形 状 に 形 成 す る こ と で 、 上 記 伸 側 ポ ー ト ６ ｂ に 挿 入 し 易 い
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 又 、 上 記 爪 部 ２ ３ 及 び 伸 側 ポ ー ト ６ ｂ は 、 本 発 明 の 位 置 決 め 手 段 を 構 成 し て お り 、 こ の
爪 部 ２ ３ を 伸 側 ポ ー ト ６ ｂ に 挿 入 す る よ う 窓 部 側 リ ー フ バ ル ブ ５ ｂ を 開 口 窓 部 ２ １ に 載 置
し た と き 、 上 記 切 欠 き 部 １ ５ が こ の 開 口 窓 部 ２ １ 上 に 配 置 さ れ た 状 態 で 位 置 決 め さ れ る よ
う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 ピ ス ト ン ６ 内 面 に お け る 圧 側 ポ ー ト ６ ａ と 伸 側 ポ ー ト ６ ｂ と の 間 に は 外 側 シ ー ト 面
１ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 伸 側 ポ ー ト ６ ｂ の 内 周 側 に は 上 記 案 内 部 材 １ １ を 嵌 合 固 定 す る た
め の 環 状 凹 部 １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 環 状 凹 部 １ ３ に 基 端 が 嵌 合 固 定 さ れ た 案 内 部 材 １ １ は 、 筒 状 を な す 本 体 部 １ １ ａ と
、 そ の 基 端 に 設 け ら れ た 大 径 円 盤 状 を な す 内 側 シ ー ト 面 １ ４ と か ら 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 伸 側 減 衰 力 発 生 バ ル ブ ７ は 、 同 一 径 で 円 盤 状 を な す 複 数 枚 の リ ー フ バ ル ブ ７ ａ を 積
層 す る こ と で 構 成 さ れ て お り 、 上 記 案 内 部 材 １ １ の 外 径 と 略 同 一 の 取 付 孔 径 に 形 成 さ れ た
取 付 孔 を 介 し て こ の 案 内 部 材 １ １ に 上 下 動 可 能 に 挿 入 さ れ る と 共 に 、 こ れ ら リ ー フ バ ル ブ
７ ａ の 内 径 部 が 上 記 イ ニ シ ャ ル 荷 重 発 生 部 材 ４ ａ を 介 し て 内 側 シ ー ト 面 １ ４ に 載 置 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 イ ニ シ ャ ル 荷 重 発 生 部 材 ４ ａ は 、 同 一 径 で 円 盤 状 を な す ３ 枚 の 板 材 ４ ｂ を 積 層 す る
こ と で 形 成 さ れ て お り 、 こ の イ ニ シ ャ ル 荷 重 発 生 部 ４ ａ の 高 さ を 外 周 シ ー ト 面 １ ２ の 高 さ
よ り も 低 く 設 定 す る こ と で こ の 下 面 に 積 層 さ れ る 伸 側 減 衰 力 発 生 バ ル ブ ７ を 上 方 に 撓 ま せ
た 状 態 と し 、 こ の 伸 側 減 衰 力 発 生 バ ル ブ ７ に イ ニ シ ャ ル 荷 重 を 発 生 さ せ る こ と が 可 能 と な
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 間 座 ８ は 、 上 記 伸 側 減 衰 力 発 生 バ ル ブ ７ よ り 小 径 を な す 円 盤 状 に 形 成 さ れ る と 共 に
、 上 記 案 内 部 材 １ １ の 外 径 と 略 同 一 の 取 付 孔 径 に 形 成 さ れ た 取 付 孔 を 介 し て こ の 案 内 部 材
１ １ に 上 下 動 可 能 に 挿 入 さ れ 、 上 記 リ ー フ バ ル ブ ７ ａ に 対 し て 上 下 動 可 能 に 積 層 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 上 側 ば ね 受 け ９ は 、 上 記 伸 側 減 衰 力 発 生 バ ル ブ ７ と 略 同 一 径 を な す 円 盤 状 に 形 成 さ
れ る と 共 に 、 上 記 案 内 部 材 １ １ の 外 径 と 略 同 一 の 取 付 孔 径 に 形 成 さ れ た 取 付 孔 を 介 し て こ
の 案 内 部 材 １ １ に 挿 入 さ れ 、 上 記 間 座 ８ に 積 層 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 従 っ て 、 こ の 案 内 部 材 １ １ に 挿 入 さ れ た 上 記 イ ニ シ ャ ル 荷 重 発 生 部 材 ４ ａ ， リ ー フ バ ル
ブ ７ ａ ， 間 座 ８ 及 び 上 側 ば ね 受 け ９ は 、 案 内 部 材 １ １ の 外 周 面 で そ の 径 方 向 の 移 動 が 規 制
さ れ る と 共 に 、 鍔 状 の 内 側 シ ー ト 面 １ ４ で 上 下 方 向 の 移 動 が 規 制 、 即 ち 、 こ の 実 施 の 形 態
で は 下 方 へ の 抜 け 止 め が な さ れ る の で 、 所 謂 、 サ ブ ア ッ シ ー 化 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 ナ ッ ト １ ０ は 、 上 記 縮 径 取 付 部 ２ に 設 け た ね じ 部 ２ ｂ に 対 し て ピ ス ト ン ６ 側 へ 向 か
っ て ね じ 込 み 、 そ の 先 端 部 を 案 内 部 材 １ １ に 圧 接 さ せ る こ と で 上 記 ピ ス ト ン ６ 、 圧 側 減 衰
力 発 生 バ ル ブ ５ 、 間 座 ４ 及 び 圧 側 バ ル ブ ス ト ッ パ ３ が 前 記 縮 径 取 付 部 ２ の 基 端 部 ２ ａ と の
間 で 圧 縮 荷 重 を 加 え て 固 定 し て い る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 又 、 こ の と き 、 上 記 上 側 ば ね 受 け ９ と 、 上 記 下 側 ば ね 受 け ９ ａ と の 間 に 配 置 さ れ た コ イ
ル ス プ リ ン グ １ ０ ａ が 圧 縮 状 態 と さ れ る こ と で 、 上 記 イ ニ シ ャ ル 荷 重 発 生 部 材 ４ ａ 、 伸 側
減 衰 力 発 生 バ ル ブ ７ 及 び 間 座 ８ が ピ ス ト ン ６ と の 間 で 圧 縮 荷 重 を 加 え ら れ た 状 態 で 固 定 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 尚 、 縮 径 取 付 部 ２ の 先 端 部 ２ ｃ は 、 ナ ッ ト １ ０ が 螺 合 さ れ た 後 、 外 周 側 へ 拡 径 す る よ う
可 締 め る こ と で 、 ナ ッ ト １ ０ を 位 置 決 め 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 油 圧 緩 衝 器 の 減 衰 力 発 生 バ ル ブ 構 造 に お い て は 、 そ の ピ ス ト ン
６ 内 面 の 開 口 窓 部 ２ １ に 複 数 枚 の リ ー フ バ ル ブ ５ ａ を 載 置 し て 圧 側 減 衰 力 発 生 バ ル ブ ５ を
構 成 す る 際 、 上 記 伸 側 ポ ー ト ６ ｂ に 窓 部 側 リ ー フ バ ル ブ ５ ｂ の 爪 部 ２ ３ を 挿 入 す る と 、 こ
の 爪 部 ２ ３ の 伸 側 ポ ー ト ６ ｂ へ の 挿 入 に よ っ て 窓 部 側 リ ー フ バ ル ブ ５ ｂ と ピ ス ト ン ６ と の
相 対 移 動 が 規 制 さ れ る と 共 に 、 窓 部 側 リ ー フ バ ル ブ ５ ｂ の 切 欠 き 部 １ ５ が 上 記 開 口 窓 部 ２
１ 上 に 配 置 さ れ る よ う に 位 置 決 め 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 従 っ て 、 従 来 例 で 示 し た よ う な 高 価 な 装 置 を 用 い た 組 付 け 作 業 や 、 慎 重 な 手 作 業 を す る
こ と な く 簡 単 に ピ ス ト ン ６ 内 面 の 開 口 窓 部 ２ １ 上 に 切 欠 き 部 １ ５ が 位 置 す る よ う に 窓 部 側
リ ー フ バ ル ブ ５ ｂ を 載 置 で き 、 開 口 窓 部 ２ １ に 切 欠 き 打 刻 オ リ フ ィ ス を 形 成 す る と 言 っ た
別 の 加 工 を 不 要 と す る の で 、 高 精 度 の 切 欠 き 部 １ ５ 付 き の 窓 部 側 リ ー フ バ ル ブ ５ ｂ を 安 価
な 組 付 コ ス ト で 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 又 、 窓 部 側 リ ー フ バ ル ブ ５ ｂ に 設 け た 爪 部 ２ ３ を 伸 側 ポ ー ト ６ ｂ に 挿 入 す る こ と で リ ー
フ バ ル ブ ５ ｂ と ピ ス ト ン ６ と の 位 置 決 め 手 段 と し た の で 、 リ ー フ バ ル ブ ５ ｂ 側 に の み 爪 部
２ ３ を 設 け る だ け の 簡 単 な 作 業 で 実 施 化 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 又 、 リ ー フ バ ル ブ ５ ｂ の 一 部 を 開 口 窓 部 ２ １ 側 へ 折 曲 形 成 す る こ と で 上 記 爪 部 ２ ３ を こ
の リ ー フ バ ル ブ ５ ｂ と 一 体 形 成 し た の で 、 部 品 点 数 や 加 工 工 程 を 増 や す こ と な く 安 価 に 実
施 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 又 、 爪 部 ２ ３ の 先 端 を 三 角 形 状 と し た の で 、 伸 側 ポ ー ト ６ ｂ へ の 挿 入 作 業 が し 易 い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 尚 、 本 発 明 は 、 前 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 次 の よ う に 変 更 し
て 具 体 化 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 １ ） 本 実 施 の 形 態 で は 、 上 記 爪 部 ２ ３ を 伸 側 ポ ー ト ６ ｂ に 挿 入 す る こ と で 本 発 明 の 位 置
決 め 手 段 を 構 成 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ピ ス ト ン ６ の 内 面 に 凹 部 を 設 け
て こ の 凹 部 内 に 爪 部 ２ ３ を 嵌 合 し た と き 、 上 記 切 欠 き 部 １ ５ が 開 口 窓 部 ２ １ 上 に 配 置 さ れ
る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 又 、 図 ５ ， ６ ， ７ に 示 す よ う に 、 窓 部 側 リ ー フ バ ル ブ ５ ｂ の 内 周 側 縁 部 を 開 口 窓 部 ２ １
側 へ 折 曲 形 成 し て な る 爪 部 ２ ４ と 、 こ の 爪 部 ２ ４ が 挿 入 さ れ る よ う に ピ ス ト ン ６ の ピ ス ト
ン ロ ッ ド 取 付 孔 ６ ｃ 内 周 面 に 形 成 し た 段 差 部 ２ ５ と か ら 本 発 明 の 位 置 決 め 手 段 を 構 成 し て
も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ２ ） 本 実 施 の 形 態 で は 、 上 記 爪 部 ２ ３ を 窓 部 側 リ ー フ バ ル ブ ５ ｂ と 一 体 的 に 設 け た が 、
こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 別 部 材 で 形 成 し た 爪 部 ２ ３ を 窓 部 側 リ ー フ バ ル ブ ５ ｂ に
接 着 、 溶 接 等 の 方 法 で 接 合 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ３ ） 本 実 施 の 形 態 で は 、 バ ル ブ シ ー ト 部 と し て 独 立 し た 開 口 窓 部 ２ １ が 十 字 状 に 配 置 さ
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れ た も の を 示 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 従 来 例 で 示 し た よ う な 、 環 状 溝 部
と 、 伸 側 ポ ー ト に 対 し て 略 同 一 円 周 上 で 交 互 に 配 置 さ れ る よ う な 菊 花 状 （ 或 い は 十 字 状 ）
の 開 口 窓 部 と を 備 え た バ ル ブ シ ー ト 部 に 具 体 化 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ４ ） 本 実 施 の 形 態 で は 、 ピ ス ト ン ６ の 背 面 に 形 成 さ れ た バ ル ブ シ ー ト 部 に 具 体 化 し た が
、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ピ ス ト ン ６ の 内 面 に 形 成 さ れ た バ ル ブ シ ー ト 部 に 具 体
化 し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 最 良 の 形 態 を 示 す 減 衰 力 発 生 バ ル ブ 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る ピ ス ト ン の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に お け る 切 欠 き 部 付 き リ ー フ バ ル ブ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ に お け る Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 別 例 を 示 す 切 欠 き 付 き リ ー フ バ ル ブ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に お け る Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ５ の 切 欠 き 部 付 き リ ー フ バ ル ブ を 載 置 し た 状 態 を 示 す 減 衰 力 発 生 バ ル ブ 構 造 の
断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 従 来 例 を 示 す 減 衰 力 発 生 バ ル ブ 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 別 の 従 来 例 を 示 す ピ ス ト ン の 背 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ５ ｂ 　 リ ー フ バ ル ブ
　 ６ 　 ピ ス ト ン
　 ６ ａ 　 伸 側 ポ ー ト （ 位 置 決 め 手 段 ）
　 ６ ｂ 　 圧 側 ポ ー ト
　 ６ ｃ 　 取 付 孔 内 周 面
　 １ ５ 　 切 欠 き 部
　 ２ １ 　 開 口 窓 部 （ バ ル ブ シ ー ト 部 ）
　 ２ ３ 　 爪 部 （ 位 置 決 め 手 段 ）
　 ２ ４ 　 爪 部 （ 位 置 決 め 手 段 ）
　 ２ ５ 　 段 差 部

10

20

30

(7) JP 2007-211908 A 2007.8.23



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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